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問　

生
産
目
標
数
量
は
妥
当
な
の

か
。
交
付
金
の
減
少
は
。
温
暖
化

対
策
に
休
耕
田
の
活
用
策
は
。

答　

平
成
21
年
度
、
県
か
ら
の
配

分
に
初
め
て
緩
和
策
が
示
さ
れ

た
。
０
．
17
％
生
産
面
積
が
増
え

た
。
未
達
市
町
村
に
対
し
県
を
通

し
強
く
要
請
を
す
る
。
三
区
の
水

田
農
業
推
進
協
議
会
の
一
体
化
に

向
け
て
協
議
を
し
た
い
。
交
付
金

に
つ
い
て
は
正
直
者
が
馬
鹿
を
見

な
い
様
に
実
積
に
応
じ
た
交
付
と

な
る
よ
う
に
国
、
県
に
働
き
掛
け

て
い
く
。
調
整
及
び
保
全
水
田
580 

ha
あ
り
飼
料
米
や
水
生
野
菜
等
の

導
入
を
し
て
い
く
。

問　

市
営
住
宅
の
方
向
性
及
び
役

割
に
つ
い
て
。

答　

三
区
と
も
耐
用
年
数
が
切
れ

る
住
宅
が
あ
り
、
民
間
住
宅
活
用

も
含
め
、
耐
用
年
数
超
過
し
た
住

宅
に
つ
い
て
は
計
画
的
に
建
て
替

え
や
用
途
廃
止
も
視
野
に
入
れ
て

い
く
。
家
庭
用
、
老
人
向
け
の
住

宅
を
含
め
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
合
っ
た
市
営
住
宅
の
整
備
を
図

る
。

問　

自
然
体
験
教
育
の
取
り
組
み

と
支
援
母
体
及
び
受
皿
整
備
は
。

答　

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ら
ま
ち
が

受
皿
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
く
。
教
育
委
員
会
と
連
携
し

な
が
ら
、
体
験
圃
場
の
提
供
や
指

本
市
の

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

政
策
に
つ
い
て 田中一正議員

問　

世
界
恐
慌
の
際
に
ア
メ
リ
カ

で
行
わ
れ
た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政

策
は
歴
史
的
に
も
有
名
な
景
気
刺

激
策
で
あ
る
が
、
本
市
に
お
け
る

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
商
工
業
政
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

安
定
経
営
、
業
務
拡
大
、
起

業
家
創
出
を
図
り
、
企
業
立
地
促

進
条
例
や
各
種
融
資
制
度
の
活
用

に
よ
り
、活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
雇

用
創
出
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る

が
。

問　

平
成
18
年
度
に
百
年
先
を
見

通
し
た
、
森
林
づ
く
り
を
国
は
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。
地
球
温
暖

化
防
止
、
水
源
の
対
応
、
災
害
の

防
止
等
か
ら
、
市
の
森
林
資
源
活

用
計
画
と
林
業
の
担
い
手
育
成
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

伐
期
を
迎
え
た
森
林
が
多
く

適
切
な
森
林
整
備
を
推
進
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

又
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金

を
活
用
し
、
林
業
の
担
い
手
を
相

馬
地
方
森
林
組
合
の
協
力
に
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

問　

ペ
レ
ッ
ト
、
チ
ッ
プ
等
の
利

活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
推
進
協

議
会
で
間
伐
材
、
林
地
残
材
の
搬

出
方
法
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や

木
材
チ
ッ
プ
の
ボ
イ
ラ
ー
の
利
用
、

道
路
敷
材
の
活
用
、
具
体
的
な
計

画
に
つ
い
て
協
議
、
検
討
し
ま
す
。

良質飼料の生産

整備されていない森林（原町区）

活性化が望まれる商店街

答　

新
た
な
雇
用
の
場
と
し
て
注

目
さ
れ
て
お
り
、
研
修
受
け
入
れ

の
農
家
や
農
業
法
人
に
対
し
て
支

援
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
国

県
と
連
携
の
上
新
規
就
労
に
対

し
、
支
援
育
成
し
、
農
林
水
産
業

の
総
合
的
な
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
を
前
提
に
担
い
手
の
確
保
を
図

る
。

問　

当
地
は
江
戸
時
代
後
期
の
天

保
の
大
冷
害
の
際
に
報
徳
仕
法
に

問　

森
林
の
持
っ
た
機
能
が
失
わ

れ
る
危
険
性
を
認
識
し
、
川
上
か

本
市
農
政
の

推
進
に
つ
い
て

森
林
資
源
の

循
環
に
つ
い
て 横山元榮議員 平田　武議員

ら
川
下
ま
で
の
資
源
の
循
環
に
対

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

良
質
な
木
材
の
生
産
、
植
林
、

広
葉
樹
林
等
へ
の
樹
種
の
転
換
、

総
合
的
な
計
画
に
基
づ
い
て
路
網

の
整
備
、
木
材
の
利
活
用
に
取
組

み
、
川
上
か
ら
森
林
の
果
し
て
い

る
役
割
、
現
在
の
姿
を
市
民
が
共

有
の
財
産
と
し
て
、
認
識
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
、
今
後
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問
質問順に掲載しています。
また、内容は紙面の都合で要約しています。

３月10日・11日・12日

導
者
の
協
力
に
支
援
体
制
の
整
備

に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

よ
り
立
ち
直
っ
た
歴
史
が
あ
る
が

生
か
せ
る
の
か
。

答　

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
考

え
方
を
基
本
に
、
職
員
の
超
過
勤

務
手
当
や
管
理
職
手
当
の
一
部
を

失
業
者
の
雇
用
や
民
間
企
業
の
支

援
に
充
当
す
る
。
ま
た
民
間
企
業

の
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
も
支
援

す
る
資
金
制
度
の
拡
充
は
準
備
金

と
し
て
企
業
振
興
を
図
る
の
で
、

報
徳
仕
法
の
教
え
に
通
ず
る
。
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環
状
一
号
線
の

投
資
効
果
は 郡　俊彦議員

問　

市
民
か
ら
の
投
書
で
も
厳
し

い
指
摘
の
あ
っ
た
環
状
一
号
線
、

効
果
が
現
れ
る
の
は
い
つ
か
。

答　

東
ヶ
丘
公
園
の
入
り
口
、
避

難
道
路
、
防
火
帯
、
駅
通
り
の
渋
滞

緩
和
、
市
街
地
活
性
化
の
一
部
を
担

う
等
、
100
％
発
揮
さ
れ
な
い
が
事
業

効
果
は
充
分
あ
る
。

問　

合
併
前
の
事
業
評
価
委
員
会

で
、
そ
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
、

六
号
線
な
ど
幹
線
道
路
に
接
続
し

な
い
と
、
投
資
効
果
が
薄
い
と
指

○ 

「
地
域
循
環
型
経
済
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
へ
向
け
て

問　

市
内
業
者
の
育
成
と
市
民
生

活
の
安
定
に
は
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
」
が
地
域
内
で
循
環
す
る
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
、
市
発
注
の
業
務
委
託

に
つ
い
て
、
市
内
業
者
の
受
注
機

会
の
拡
大
を
図
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

地
域
産
業
の
育
成
支
援
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

業
種
の
別
な
く
可
能
な
限
り
市
内

事
業
者
が
受
注
で
き
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
を
行
い
、
発
注
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

○ 

「
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制

度
」
に
つ
い
て

問　

県
で
は
、
今
年
７
月
か
ら

「
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

（
障
が
い
者
、
高
齢
者
お
よ
び
妊

産
婦
等
が
車
い
す
使
用
者
専
用
駐

問　

都
市
計
画
税
は
原
町
区
で
課

税
さ
れ
、
小
高
区
、
鹿
島
区
で
は

徴
収
さ
れ
て
い
な
い
。
目
的
税
と

し
て
道
路
、
上
下
水
道
、
公
園
な

ど
の
整
備
に
当
て
る
が
、
一
方
で

小
高
区
や
鹿
島
区
で
も
同
じ
く
整

備
は
さ
れ
て
い
る
。
合
併
後
の
同

じ
市
民
と
し
て
対
等
平
等
、
税
の

公
平
性
か
ら
も
都
市
計
画
税
を
廃

止
す
る
べ
き
と
、
再
三
指
摘
し
議

論
し
て
き
た
が
ど
の
よ
う
に
調
査

検
討
し
て
き
た
か
伺
う
。

答　

税
負
担
の
公
平
の
原
則
か
ら

す
る
と
、
廃
止
は
避
け
ら
れ
な
い

と
い
う
考
え
も
あ
る
が
、
現
時
点

で
は
整
理
し
て
取
り
ま
と
め
る
に

至
っ
て
い
な
い
。
何
時
ま
で
や
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
指
摘
も
あ
る

か
と
思
う
が
、
そ
れ
だ
け
困
難
を

極
め
る
判
断
材
料
で
あ
る
と
ご
理

解
い
た
だ
き
、
平
成
21
年
度
中
に

一
定
方
向
を
取
り
ま
と
め
る
。

全線開通間近の駅前北原線

駐車場の適正利用を！

車
場
を
利
用
す
る
場
合
に
、
あ
ら

か
じ
め
利
用
証
を
発
行
し
、
駐
車

施
設
の
適
正
利
用
を
推
進
す
る
制

度
）」
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
前
に
、
市
民
に
制
度

の
周
知
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
対
応
を
伺
う
。

答　

円
滑
な
制
度
実
施
に
向
け
、

広
報
み
な
み
そ
う
ま
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
周
知
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
く
。

つ
な
げ
よ
う

愛
す
る
ま
ち 太田淳一議員

原
町
区
の

都
市
計
画
税
廃
止
を 小川尚一議員

摘
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

都
市
計
画
道
路
は
、
財
政
の
見
通

し
が
な
く
見
直
し
中
だ
が
、
財
政
計

画
に
見
合
っ
た
道
路
整
備
計
画
が
出

来
る
ま
で
一
号
線
は
凍
結
す
べ
き
。

答　

一
号
線
６
千
200
メ
ー
ト
ル
全

部
完
成
す
れ
ば
効
果
が
あ
る
。

○
特
養
ホ
ー
ム
建
設
で
雇
用
確
保
を

問　

特
養
な
ど
福
祉
施
設
建
設

が
、
景
気
刺
激
と
安
定
し
た
雇
用

増
に
な
る
。
市
と
し
て
努
力
し
、

問　

会
津
若
松
市
・
白
河
市
・
相

馬
市
・
二
本
松
市
・
喜
多
方
市
・

田
村
市
・
伊
達
市
は
都
市
計
画
税

を
課
税
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、

公
共
性
を
も
っ
て
公
園
や
道
路
が

作
ら
れ
市
民
が
等
し
く
利
用
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
ス

ピ
ー
デ
ィ
な
対
応
を
求
め
る
が
。

答　

廃
止
後
の
財
源
補
填
や
実
施

時
期
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
見

直
し
作
業
を
進
め
て
い
る
。

都市計画道路環状１号線（原ノ町駅前付近）

一般質問
質問順に掲載しています。
また、内容は紙面の都合で要約しています。

３月10日・11日・12日

国
に
補
助
基
準
の
改
善
を
求
め
て

は
ど
う
か
。

答　

効
果
は
あ
る
が
、
費
用
負
担
増

に
な
る
。
特
養
ホ
ー
ム
等
は
次
期
計

画
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

問　

県
で
は
特
養
ホ
ー
ム
も
老
健

施
設
も
増
設
予
定
と
な
っ
て
い
る

が
。

答　

必
要
性
の
あ
る
人
が
増
え
て
い

け
ば
対
応
が
必
要
。
そ
の
辺
を
見
極

め
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。




